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平成24年度の防災関連予算

　

市
で
は
、
昨
年
５
月
に
南
海
地
震
対
策
推
進
本
部

を
設
置
し
、南
海
地
震
対
策
の
見
直
し
や
実
現
可
能

な
対
策
、
優
先
課
題
の
抽
出
な
ど
を
行
い
、
新
年
度

予
算
に
反
映
さ
せ
ま
し
た
。

　　

ま
ず
昨
年
は
、「
今
す
ぐ
で
き
る
こ
と
」と
し
て
、自

主
防
災
組
織
、保
幼
小
中
学
校
や
各
種
団
体
等
の
講

演
お
よ
び
防
災
訓
練
等
を
82
回
行
う
な
ど
、市
民
へ

の
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。さ
ら
に
、南
海
地
震
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
開
催
、災
害
時
緊
急
情
報
携
帯
メ
ー
ル
配
信

事
業
、衛
星
携
帯
電
話
購
入
、防
災
無
線
２
カ
所
設

置
、吉
川
総
合
セ
ン
タ
ー
自
動
開
錠
装
置
整
備
、避

難
場
所
等
へ
の
ソ
ー
ラ
ー
照
明
11
カ
所
設
置
、海
抜

表
示
看
板
設
置
、赤
岡
別
所
山
避
難
橋
お
よ
び
手
結

避
難
階
段
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、避
難
場
所

を
今
ま
で
よ
り
安
全
な
所
に
変
え
、自
主
防
災
組
織

に
防
災
訓
練
で
の
検
証
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、避
難
場

所
や
避
難
路
等
の
要
望
を
伺
い
ま
し
た
。

　　

そ
し
て
今
年
は
、「
計
画
的
に
行
う
も
の
」と
し
て

優
先
順
位
の
抽
出
を
行
っ
た
防
災
対
策
を
実
行
し
て

い
き
ま
す
。そ
の
た
め
に
必
要
と
な
る
、中
央
防
災
会

議
お
よ
び
県
の
次
期
南
海
地
震
の
地
震
津
波
の
新

た
な
想
定
が
、
前
倒
し
で
年
内
に
発
表
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、
平
成
24
年
度
か
ら
２
年
間
、

緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
お
よ
び
県
津
波
緊
急
避

難
対
策
推
進
事
業
費
交
付
金
な
ど
、非
常
に
有
利
な

起
債
お
よ
び
交
付
金
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
中
期
財
政
計
画
の
防
災

関
連
事
業
を
２
年
か
ら
３
年
前
倒
し
し
て
実
施
す
る

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　　

詳
し
い
内
容
は
左
表
参
照
。

１３億６，３３６万円

津波対策の主なハード施設整備計画　H24～H26
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◆防災アドバイザー設置事業（200千円）
津波避難ワークショップおよび自主防災組織等で専
門的立場から津波避難指導・助言を得るために、外部
アドバイザーを置くものです。

◆自主防災組織東日本大震災現地視察研修事業
（3,063千円）

自主防災組織の代表者等40人に、次期南海地震に向
けての各地域の防災体制づくりのリーダー育成の一
つとして、東日本大震災で被災した地域を視察するも
のです。

◆備蓄用品購入事業（7,640千円）
災害に備え、備蓄用品（食料品、毛布、仮設トイレなど）
を購入するものです。

◆津波避難計画策定委託事業（8,012千円）
次期南海地震の津波想定に伴い、ワークショップ開催
による市民からの意見収集やハザードマップの修正
など、津波避難計画の作成を委託するものです。

◆防災行政無線整備事業実施設計委託事業
　　　　　　　　　（17,115千円）

デジタル同放系の防災行政無線を市内全域に新たに
整備するするため、実施設計を委託するものです。

◆吉川防災コミュニティセンター整備事業
（17,626千円）

高台のない吉川地区に、津波避難場所を備えた施設
を整備するものです。
（24年度…設計、地質調査　25年度…整備工事）

◆耐震性防火水槽整備事業（6,000千円）

◆消防団小型動力ポンプ付き積載車購入（9,320千円）

（野市地区へ40tの防火水槽を設置する）

（夜須第1分団の積載車を老朽化に伴い買い替える）

◆赤岡小学校屋内運動場改築設計監理委託事業
                                                                     （16,300千円）
津波で浸水しない高台に小学校体育館を新築するに
あたり、設計監理を委託するものです。

◆香我美市民館耐震補強設計委託事業（7,882千円）
香我美市民館の耐震化に向け、耐震補強工事の設計
を委託するものです。

◆マリンホール客席天井補強事業（24,199千円）
マリンホール天井の滑落を防止するため、天井補強
工事の設計監理を委託し、天井補強工事を行うもの
です。

◆北部会館改修事業（3,422千円）
夜須町夜須川にある北部会館の改修に向け、改修工
事の設計を委託するとともに、現会館の用地を購入す
るものです。

◆西川公民館新築事業（82,414千円）
香我美町口西川にある西川公民館の改築のため、工
事の監理を委託し、公民館の新築工事を行うものです。

◆津波避難道・避難場所等整備事業（21,000千円）
津波避難について、避難時間短縮および安全安心な
避難ができるよう自然の高台や山への津波避難道・
場所等を整備するものです。（7カ所を予定）

◆避難タワー整備事業（249,326千円）
吉川町、赤岡町、夜須町の高台のない密集住宅地へ、
津波からの一時避難場所として、避難タワーを整備す
るものです。タワーの高さ約15ｍ～20ｍで、収容人数
は100～700人。

◆住宅耐震診断事業（2,295千円）
昭和56年以前に建築された木造・非木造住宅の耐震
診断を行うものです。

◆津波避難場所照明設備等設置事業（16,800千円）
夜間の災害に対応するため、津波避難場所等へソー
ラー照明を設置するものです。

◆海抜表示看板設置事業（6,000千円）
市民の津波避難啓発および避難時の目安となるよう
に、市内の市道に海抜表示を設置するものです。

◆みんなで備える防災総合補助金（7,800千円）
自主防災組織の新規設立に対し補助するものです。
（13組織分を予算化）

◆住宅改修助成事業（55,000千円）
耐震診断を実施した結果、評点が1.0未満と診断され
た住宅の耐震補強工事に対し、90万円を限度額に補
助するものです。（50棟分を予算化）

◆防災対策基金（500,000千円）
防災、減災、災害復旧・復興、被災地支援などのために
要する経費に充てるため、基金を造成するものです。

繰り越し事業…Ｈ23年度から繰り越したもの
◆岸本防災コミュニティセンター（207,053千円）
（24年度…監理、家屋調査、整備工事）

（24年度…設計監理、耐震・改修工事）

◆東日本大震災復興支援職員派遣事業（696千円）
東日本大震災の復興支援として宮城県女川町に職員
を派遣するものです。

◆農村災害対策調査計画策定委託事業（10,000千円）
2年間で自主防災組織や市民とのワークショップを通
じて、危険箇所の調査や減災・避難計画を作成するも
のです。本年度は、野市町を除く4町の沿岸海岸で実
施します。

今
年
は「
計
画
的
に
行
う
も
の
」を
実
行

「
今
す
ぐ
で
き
る
こ
と
」を
実
践
し
た
昨
年

上写真…四万十町興津にある避難タワー。海抜約15ｍで約150人が避難できます。
下写真…夜須町手結に設置された避難階段。

岸本防災コミュニティセンター完成予想図…最上階の屋上は海抜約15ｍで
500人が避難できます。

赤岡小学校の西側にある「おおさと橋」。
昨年、小学校はこの橋を渡って城山高校へ
避難する訓練を行った。

◆吉川小学校屋内運動場耐震補強事業（38,200千円）

（赤岡町「おおさと橋」、香我美町岸本「岸本橋」）
◆橋梁耐震補強工事（46,000千円）
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